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始業式で、日々何かに挑戦していこう！というお話をさせていただきました。 

今まで通りを「１」、ちょっと挑戦してみる姿を＋0.1 の「1.1」、怠けた姿を－0.1の「0.9」と表現し、

１ヶ月３０日間積み上げたとしたら、「１」の３０乗は、「１」、「1.1」の 30 乗は「17．0」、「0.9」の

30乗は「0.042」となります。 

毎日 0．1の新たな挑戦の積み上げが、1ヶ月現状維持の取り組みよりも17倍、 

0．1のちょっとサボり続けたら努力を積み上げた人との差が405倍になってしまうのです。 

ちょっとで良いから、昨日よりも一歩何かに挑戦していこう！ 

たとえ失敗に終わったとしても、 

本気で取り組んだことでの失敗だったとしたら、 

その挑戦には価値があるのです。 

※一里：約４キロメートル  ※三笠山： ３４２メートル  ※富士山：３７７６メートル 

およそ世の中で成功している人の大半は、明確

な目標を持ち、幾多の困難を、地道な努力で乗り

切り、その果てに成功をつかんでいます。成功の

ためには他人にはわからない苦労の一歩一歩が

必ずあるのです。 

中学生活は、思春期にさしかかる時期でもあ

り、決して平坦な道のりではなく、いろいろな苦

難が待ち受けています。しかし、それは、悪いこ

とではなく、自分を磨くチャンスであり、乗り越

えた先に自信に満ちた姿が見えてきます。 

皆さんからは、高い目標を目指した、覚悟ある

一歩を踏み出してほしいです。そして、その一歩

に続く次の歩みを止めないでほしいです。 
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